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西区みなとみらい21
中央地区耐震バース

【第0回 U6 RunBike JAPAN CUP in 横浜ベイエリア】開催！
(注：コロナ禍による規模縮小、プレ大会の為0回としました)

10/24、日本最大級のランバイクレースが、横浜ハンマーヘッド（第3駐車場）にて開催されました。
主催は一般社団法人U6ランバイクチャンピオンシップ機構。
横浜ランバイク協会が中心となり煮詰めてきたイベントが実現です。
 コロナ禍により出場者数、応援者数、カテゴリー別の入れ替え制等 、々
制限を設け安全対策を講じた中での開催。
参加者は横浜のみなず北海道から福岡まで、まさに全国大会。
 ランバイクとは、足で地面を蹴って走る新しいタイプのキッズバイクの
ことを指し、レースの参加者は未就学児から6才(U6)としています。
２歳前後から乗ることが可能なランバイクは幼児期に乗りこなす
ことで、様々な運動機能が高められると今、注目が集まっています。
ランバイク卒業生も様々なスポーツで活躍を始めており、子ども達の
無限の可能性にこれからも全力で取り組みます。
ご関係者全ての皆様のご理解ご協力に感謝申し上げます。

【減災対策】第42回九都市合同防災訓練を実施
今年の会場は横浜市。私が所属する市会政策・総務・財政委員会及び、
減災対策特別委員会副委員長として視察。
岸田総理をはじめ関係閣僚等、政府関係者も視察にみえました。
現在、我が国総人口の約4割、約3.600万人が九都県市(横浜市・埼玉県・
千葉県・東京都・神奈川県・川崎市・千葉市・さいたま市・相模原市)の
地域人口です。首都直下、東海地震の発生による被害影響が懸念される中、
共通の課題認識は『いかに被害を最小限に食い止めるか』。
この場でも、副市長をはじめ意見交換をさせて頂きました。
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(令和3年12月現在)

2015年　初当選
2019年　２期目当選
【資格】初任者研修（ヘルパー２級）
【家族】妻、娘(22歳)、息子(8歳)、犬（日本盲導犬協会PR犬6歳)、猫
【活動】(社福)山手まごころの会 理事長ほか
【所属委員会】
政策・総務・財政委員会 / 減災対策特別委員会副委員長

いなみ俊之助プロフィール 1970年7月3日 横浜市中区本牧生まれ /本牧元町北部少年野球部卒団
【経歴】
ルンビニ幼稚園卒園
横浜市立本牧南小学校入学
横浜市立間門小学校卒業
横浜市立大鳥中学校卒業
逗子開成高等学校卒業
奈良産業大学法学部卒業

詳しいプロフィールは
こちら！

【マリンFM(中区コミュニティFM)】 

【マリンFM 放送後記】９月・１０月 ON AIR 

９月１３日 OA・・・テーマ【防災・減災】中区と災害協定を結ぶマリンFMの役割、ご家庭の備蓄や
在宅避難、避難所・地域防災拠点など、お届けいたしました。

マリンＦＭにて放送中！いなみパーソナリティ番組『としちゃんの住んで良いまち横浜』

『としちゃんの住んで良いまち横浜』マリンFM86.1MHzにて放送中！
第2・第4月曜日 12:00～12:30『リスラジ』アプリからもお聞きいただけます。リスラジ 検索

http://www.marine-fm.com

９月２７日 OA・・・テーマ【秋】スポーツの秋・食欲の秋・読書の秋etc.運動会の前日は興奮して
寝れなかった、かけっこ大好きな私。徒競走・リレー、転校の経験や、運動会があまり好きでない
子ども達はどうするの？と言った疑問にもお答えさせていただきました。かけっこ苦手でも、
紅白応援団あり、子どもたちそれぞれの頑張りにムギューって抱きしめてあげて下さい。

１０月１１日 OA・・・テーマ【ランバイクを全てのスポーツの始まりに】
ゲストは、横浜ランバイク協会 会長 安西麗華さん。（写真左）
ランバイクってなんぞや？安西会長とランバイクの出会いetc.
子ども達の笑顔のために！情熱と夢をお届けさせて頂きました。

１０月２５日 OA・・・テーマ【衆議院選挙って？】
衆議院選挙真っ只中。小選挙区・比例代表…ってどんな制度？
学校での主権教育や18歳からの投票権についても触れさせていただきました。

【地域が主役】日の出桟橋にて防災炊き出し大作戦
11/21、初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会主催による防災炊き出し大作戦が実施されました。
日ノ出町内会、初黄町内会、赤英町内会が共催となり、中区役所や
横浜SUP倶楽部をはじめ近隣の団体等も参加。災害時を想定し、
ブロックで釡戸をつくり、廃材を薪にしての巨大お釡(豚汁、約100食分)
で豚汁・米飯の炊き出しです。
いざ災害時、食する物が無くても、お湯を沸かす。
なぜか？100食分のお湯があれば、
カップ麺で胃袋も満たされ暖もとれる。との事。
毎回、発見のあるこの炊き出し訓練です。
災害時、河川の活用は横浜市の防災計画に
必要な地域の財産となります。

次回も
お楽しみに

！次回も
お楽しみに

！
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